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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】歩数がカウントされている状態であるのか否か
をユーザが瞬時に確認できる表示手段を備えた表示装置
を提供する。
【解決手段】第１の領域１５１ａと第２の領域１５１ｂ
とを有する表示手段１５と、ユーザの歩行中の歩数をカ
ウントする歩数カウント手段を備え、歩数カウント手段
によりユーザの歩行中の歩数がカウントされている状態
である場合に、表示部１５の第１の領域１５１ａの表示
と第２の領域１５１ｂの表示とを交互に点灯させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の領域と第２の領域とを有する表示手段と、
　ユーザの歩行中の歩数をカウントする歩数カウント手段と、
　前記歩数カウント手段により前記ユーザの歩行中の歩数がカウントされている状態であ
る場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示とを交互に点灯させる制御手段
と、
　を備える表示装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記歩数カウント手段により前記ユーザの歩行中の歩数がカウントさ
れていない状態である場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示の双方を同
じパターンで点灯制御する請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記歩数カウント手段は、歩行を検出するための加速度センサを備え、
　前記制御手段は、前記加速度センサからの出力に基づいて、前記ユーザが歩行中である
か否かを判断し、歩行中であると判断した場合に歩数をカウントし、
　前記制御手段は、前記加速度センサへ電力が供給されていない状態である場合に、前記
第１の領域の表示及び前記第２の領域の表示の双方を消灯させる請求項２に記載の表示装
置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記ユーザが前記表示装置を使用していないことを示す所定の条件を
満たした場合に、前記加速度センサへの電力供給を停止する請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記表示装置が所定の方向へ傾斜したことを検出する傾斜センサと、
　ユーザ操作を入力するための操作手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、所定時間、前記加速度センサからの出力、前記傾斜センサによる傾斜
の検出及び前記操作手段による入力のいずれもない場合に、前記ユーザが前記表示装置を
使用していないことを示す所定の条件を満たしたとして前記加速度センサへの電力供給を
停止する請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記加速度センサへの電力供給が停止している場合に、前記傾斜セン
サにより傾斜が検出されるか又は前記操作手段により入力が行われた場合に、前記加速度
センサへの電力供給を再開する請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記加速度センサへ電力が供給されているが、前記歩数カウント手段
により前記ユーザの歩行中の歩数がカウントされていない状態である場合に、前記第１の
領域の表示及び前記第２の領域の表示の双方を点灯させる請求項３～６のいずれか一項に
記載の表示装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記歩数カウント手段により一定時間に所定歩数以上の歩数がカウン
トされない場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示を同時に点滅表示させ
る請求項３～７のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、さらに、歩行を喚起するための表示情報を前記表示手段に表示させる
請求項８に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示が同時に点滅している
ときに前記ユーザが前記表示装置を使用していないことを示す所定の条件を満たした場合
に、前記加速度センサへの電力供給を停止させて前記第１の領域の表示及び前記第２の領
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域の表示の双方を消灯させ、前記加速度センサへの電力供給が停止してから所定時間以内
に前記加速度センサへの電力供給の停止を解除する所定の条件を満たした場合に、前記加
速度センサへの電力供給を再開して再度前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示を
同時に点滅させる請求項８又は９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記表示手段は、前記第１の領域と前記第２の領域とに分けて時刻情報を表示する請求
項１～１０のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記第１の領域は、前記時刻情報の時間を表示するための領域であり、前記第２の領域
は、前記時刻情報の分及び秒を表示するための領域である請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の表示装置を備える電子時計。
【請求項１４】
　第１の領域と第２の領域とを有する表示装置における表示方法であって、
　ユーザの歩行中の歩数をカウントする歩数カウント手段により前記ユーザの歩行中の歩
数がカウントされている状態である場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表
示とを交互に点灯表示させる工程を含む表示方法。
【請求項１５】
　第１の領域と第２の領域とを有する装置に用いられるコンピュータを、
　ユーザの歩行中の歩数をカウントする歩数カウント手段、
　前記歩数カウント手段により前記ユーザの歩行中の歩数がカウントされている状態であ
る場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示とを交互に点灯させる制御手段
、
　として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置、電子時計、表示方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、歩数計測中に歩行を停止した場合に、歩数表示を行う技術が知られている（例え
ば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２６６０７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の技術では、加速度センサが働いて歩数がカウントされている状態
であるのか否かを歩数表示が増加しているか否かでしか判断できなかった。
【０００５】
　本発明の課題は、歩数がカウントされている状態であるのか否かをユーザが瞬時に確認
できるようにすることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の表示装置は、
　第１の領域と第２の領域とを有する表示手段と、
　ユーザの歩行中の歩数をカウントする歩数カウント手段と、
　前記歩数カウント手段により前記ユーザの歩行中の歩数がカウントされている状態であ
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る場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示とを交互に点灯させる制御手段
と、
　を備える。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、歩数がカウントされている状態であるのか否かをユーザが瞬時に確認
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本実施形態の電子時計の機能的構成を示すブロック図である。
【図２】表示部に表示されたステップインジケーターを示す図である。
【図３】（ａ）は、歩数カウント機能がスリープ状態のときのステップインジケーターの
表示を示す図、（ｂ）は、歩数カウント機能が停止状態のときのステップインジケーター
の表示を示す図、（ｃ）は、歩数カウント機能が歩行カウント状態のときのステップイン
ジケーターの表示を示す図、（ｄ）は、歩数カウント機能がアクティブ喚起状態のときの
ステップインジケーターの表示を示す図である。
【図４】図１のＣＰＵにより実行される歩数計制御処理を示すフローチャートである。
【図５】アクティブ喚起の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、添付図面を参照して本発明に係る実施形態を詳細に説明する。なお、本実施形態
では、本発明の表示装置を電子時計に適用した場合を例にとり説明するが、これに限定さ
れるものではない。
【００１０】
［電子時計１の構成］
　図１は、第１の実施形態における電子時計１の機能的構成を示すブロック図である。
　電子時計１は、ユーザの歩行中の歩数を計数して表示する機能を備えた時計である。本
実施形態において、電子時計１が腕時計である場合を例にとり説明するが、これに限られ
ない。
【００１１】
　電子時計１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１、ＲＯＭ（Read Only Memory
）１２、ＲＡＭ（Random Access Memory）１３、操作部１４、表示部１５、加速度センサ
１６、傾斜センサ１７、発振回路１８、分周回路１９、電波受信部２０、通信部２１、電
力供給部２２、音声出力部２３等を備えて構成されている。
【００１２】
　ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に記憶されている各種のプログラムを実行して所定の演算や
各部の制御を行うプロセッサである。例えば、ＣＰＵ１１は、加速度センサ１６からの出
力に基づいてユーザが歩行中であるか否かを判断し、歩行中であると判断した場合に、Ｒ
ＡＭ１３の歩数カウンタに１を加算して歩数をカウントする。すなわち、ＣＰＵ１１は、
加速度センサ１６との協働により歩数カウント手段として機能する。また、ＣＰＵ１１は
、ＲＯＭ１２に記憶されているプログラムとの協働により、後述する歩数計制御処理（図
　４参照）を実行し、制御手段として機能する。なお、以下の説明において、歩数カウン
ト手段の機能を歩数カウント機能と呼ぶ。
【００１３】
　ＲＯＭ１２は、ＣＰＵ１１が制御動作を実行するためのプログラムやプログラムの実行
に必要なデータなどを格納する。ＲＯＭ１２としては、マスクＲＯＭに加えて又は代えて
データの書き換え更新が可能なフラッシュメモリなどの不揮発性メモリを有していても良
い。
【００１４】
　ＲＡＭ１３は、ＣＰＵ１１に作業用のメモリ空間を提供し、一時データを記憶する。例
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えば、ＲＡＭ１３は、ユーザの歩行中の歩数をカウントするための歩数カウンタや歩行判
断時の歩数をカウントするためのバッファ等（いずれも図示せず）を有する。
【００１５】
　操作部１４は、ユーザ操作などの外部からの入力操作を受け付ける。操作部１４は、例
えば、一又は複数の押しボタンスイッチを備え、当該押しボタンスイッチの押下操作に応
じた信号をＣＰＵ１１に出力する。
【００１６】
　表示部１５は、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）等により構成され、ＣＰＵ１１から
の表示制御信号に従って、現在時刻や歩数カウント機能の動作状況表示等を行う。
【００１７】
　本実施形態において、表示部１５には、電子時計１の電源がＯＮの間、歩数カウント機
能の動作状況を示すステップインジケーター１５１を表示するための領域が設けられてい
る。図２に示すように、ステップインジケーター１５１は、例えば、歩行をイメージさせ
る２つの足跡型からなり、表示部１５は、この２つの足跡を表示するための第１の領域１
５１ａと第２の領域１５１ｂを有している。第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５
１ｂの表示を点灯、点滅又は消灯することにより、歩数カウント機能がスリープ状態か、
停止状態か、歩行カウント状態か、アクティブ喚起状態かを表示する。
【００１８】
　例えば、図３（ａ）に示すように、第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの
表示の双方が消灯している場合、歩数カウント機能がスリープ状態（加速度センサ１６が
ＯＦＦ状態）であることを示す。図３（ｂ）に示すように、第１の領域１５１ａの表示と
第２の領域１５１ｂの表示の双方が点灯している場合、歩数カウント機能が停止状態（加
速度センサ１６がＯＮ状態であるが歩数がカウントされていない）ことを示す。図３（ｃ
）に示すように、第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示が交互に点灯し
ている場合、歩数カウント機能が歩行カウント状態であることを示す。図３（ｄ）に示す
ように、第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示が同時に点滅している場
合、歩数カウント機能がアクティブ喚起状態（歩行喚起中）であることを示す。
【００１９】
　加速度センサ１６は、例えば、３軸の加速度センサであり、歩行等に伴う加速度を検出
し、 加速度に比例した電圧をＣＰＵ１１に出力する。
【００２０】
　傾斜センサ１７は、電子時計１を正面から見たときの左右方向の軸をｘ軸、上下方向を
ｙ軸、ｘ軸及びｙ軸に直交する方向をｚ軸とした場合に、電子時計１がｘ軸を軸として所
定方向（例えば、時計の１２時側方向）に傾いたときにＯＮ信号を、所定方向とは逆方向
（例えば、時計の６時側の方向）に傾いたときにＯＦＦ信号をＣＰＵ１１に出力する。
　ここで、腕の可動範囲の関係上、腕に電子時計１が装着されると、電子時計１が腕の動
きに従って傾き、傾斜センサ１７のＯＮ／ＯＦＦが切り替わりやすくなる。そのため、傾
斜センサ１７がＯＮ→ＯＦＦ又はＯＦＦ→ＯＮに変化したことを検出することで、ユーザ
の腕に電子時計１が装着されたことを検出することができる。
【００２１】
　発振回路１８は、例えば、水晶振動子の振動に基づいて所定の周波数の信号を生成して
分周回路１９に出力する。
【００２２】
　分周回路１９は、発振回路１８から入力された周波数信号を設定された分周比で分周し
た分周信号を出力する。分周比の設定は、ＣＰＵ１１により変更することができる。ＣＰ
Ｕ１１は、分周回路１９から入力された所定の周波数の分周信号を計数することで現在日
時や時間を計測することができる。
【００２３】
 電波受信部２０は、米国のＧＰＳ（Global Positioning System）といった衛星測位シス
テムの測位衛星からの送信電波を受信、処理する受信動作を行って、日時情報（時刻情報
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及び日付情報）や現在位置情報を取得し、ＣＰＵ１１から要求された情報を所定のフォー
マットでＣＰＵ１１に出力する。
【００２４】
　通信部２１は、ＣＰＵ１１の制御に基づいて、外部の電子機器（外部機器）と近距離無
線通信（無線通信）、ここでは、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）による通信（主にバー
ジョン４．０などの低消費電力のもの）を行うための各種動作を行う。
【００２５】
　電力供給部２２は、電子時計１の各部が動作に要する電力を当該各部へ供給する。電力
供給部２２は、図示しないバッテリから出力される電力を各部の動作電圧で供給する。バ
ッテリとしては、入射光に応じた発電を行うソーラパネルや発電された電力を蓄電する二
次電池などを備えていても良いし、乾電池や充電池などが着脱可能に設けられても良い。
【００２６】
　音声出力部２３は、ＣＰＵ１１の制御に基づいて、報知音や音声を出力する。
【００２７】
［電子時計１の動作］
　次に、電子時計１における歩数カウントの動作状況の表示制御動作について説明する。
【００２８】
　図４は、ＣＰＵ１１とＲＯＭ１２に記憶されているプログラムとの協働により実行され
る歩数計制御処理を示すフローチャートである。歩数計制御処理は、電子時計１の電源が
ＯＮとなった場合に実行が開始される。以下、図４を参照して歩数計制御処理について説
明する。
【００２９】
　まず、ＣＰＵ１１は、歩数カウント機能をスリープ状態にする（ステップＳ１）。すな
わち、ＣＰＵ１１は、電力供給部２２からの加速度センサ１６への電力供給を停止させ、
加速度センサ１６をＯＦＦにする。
　また、ＣＰＵ１１は、表示部１５におけるステップインジケーター１５１の第１の領域
１５１ａの表示及び第２の領域１５１ｂの表示の双方を消灯させる（ステップＳ２、図３
（ａ）参照）。
【００３０】
　次いで、ＣＰＵ１１は、スリープ解除条件が満たされるのを待機する（ステップＳ３）
。例えば、ＣＰＵ１１は、傾斜センサ１７からの入力がＯＮ→ＯＦＦ又はＯＦＦ→ＯＮと
なった（すなわち、電子時計１の傾斜が検出された）場合、又は操作部１４から入力が行
われた場合に、歩数カウント機能のスリープ解除条件が満たされたと判断する。
【００３１】
　スリープ解除条件が満たされたと判断した場合（ステップＳ３；ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１
は、歩数カウント機能を停止状態にする（ステップＳ４）。すなわち、ＣＰＵ１１は、電
力供給部２２から加速度センサ１６へ電力を供給させて加速度センサ１６をＯＮにし、加
速度センサ１６から出力があった場合、その出力に基づいて歩行中の条件を満たしている
か否かを判断する。この歩行判断中の歩数のカウントは、バッファに格納され、歩行中の
条件を満たした場合に歩数カウンタに加算される。
　また、ＣＰＵ１１は、表示部１５におけるステップインジケーター１５１の第１の領域
１５１ａの表示及び第２の領域１５１ｂの表示の双方を点灯（静止点灯）させる（ステッ
プＳ５、図３（ｂ）参照）。
【００３２】
　次いで、ＣＰＵ１１は、加速度センサ１６からの出力に基づいて、歩行中の条件を満た
したか否かを判断する（ステップＳ６）。例えば、ＣＰＵ１１は、加速度センサ１６から
の出力に基づいて、一定リズムで所定秒数内に所定歩数以上カウントされた（例えば、１
秒間に１歩以上、かつ、５秒間に５歩以上がカウントされた）場合に、歩行中の条件を満
たしたと判断する。
【００３３】



(7) JP 2018-155609 A 2018.10.4

10

20

30

40

50

　歩行中の条件を満たしたと判断した場合（ステップＳ６；ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、歩
数カウント機能を歩行カウント状態にする（ステップＳ７）。すなわち、ＣＰＵ１１は、
加速度センサ１６からの出力に基づいて検出した歩数を歩行中の歩数としてカウントする
。
　また、ＣＰＵ１１は、表示部１５におけるステップインジケーター１５１の第１の領域
１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示を、例えば１秒ごとに交互に点灯させる（ス
テップＳ８、図３（ｃ）参照）。
【００３４】
　次いで、ＣＰＵ１１は、歩数のカウントが所定時間（例えば、２．５秒）連続して停止
しているか否かを判断する（ステップＳ９）。
　歩数のカウントが所定時間連続して停止していると判断した場合（ステップＳ９；ＹＥ
Ｓ）、ＣＰＵ１１は、ステップＳ４に戻り、歩数カウント機能を停止状態にする。
【００３５】
　歩数のカウントが所定時間連続して停止していないと判断した場合（ステップＳ９；Ｎ
Ｏ）、ＣＰＵ１１は、ユーザが所定時間に所定歩数以上歩いたか否かを判断する（ステッ
プＳ１０）。例えば、１時間に３００歩以上歩数がカウントされたか否かを判断する。
【００３６】
　ユーザが所定時間に所定歩数以上歩いたと判断した場合（ステップＳ１０；ＹＥＳ）、
ＣＰＵ１１は、ステップＳ９に戻る。ユーザが所定時間に所定歩数以上歩いていないと判
断した場合（ステップＳ１０；ＮＯ）、ＣＰＵ１１は、ステップＳ１１に移行する。
【００３７】
　ステップＳ１１において、ＣＰＵ１１は、アクティブ喚起を行う（ステップＳ１１）。
アクティブ喚起とは、ユーザが所定時間に所定歩数以上（例えば、１時間に３００以上）
歩いていない場合に、歩行を喚起するための表示情報を表示したり、歩行を促す報知音を
出力したりすることである。
　ステップＳ１１において、例えば、ＣＰＵ１１は、図５に示すように、表示部１５に、
例えば「ＡＣＴＶ！！」のような歩行を喚起する表示をするとともに、音声出力部２３に
より歩行を促す所定の報知音を所定時間（例えば、１秒）出力させる。また、ＣＰＵ１１
は、表示部１５におけるステップインジケーター１５１の第１の領域１５１ａの表示と第
２の領域１５１ｂの表示を同時に点滅表示させる（図３（ｄ）参照）。ここでは、歩行カ
ウント状態を示す第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示の交互の点灯よ
りも短い間隔で第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示を同時に点滅させ
る。これにより、ユーザが所定時間に所定歩数（例えば、１時間に３００歩）以上で歩い
ていない場合に、ユーザに歩行を促すことができる。
【００３８】
　次いで、ＣＰＵ１１は、スリープ条件を満たしたか否かを判断する（ステップＳ１２）
。ここで、スリープ条件とは、歩数カウント機能をスリープ状態に移行させるための条件
であり、本実施形態では、ユーザが電子時計１を使用していないことを示す条件を用いる
。例えば、ＣＰＵ１１は、所定時間（例えば、２～３分間）、加速度センサ１６からの出
力がなく、傾斜センサ１７による傾斜の検出も操作部１４からの入力もない場合、スリー
プ条件を満たしたと判断する。
【００３９】
　スリープ条件を満たしていないと判断した場合（ステップＳ１２；ＮＯ）、ＣＰＵ１１
は、ユーザが所定時間に所定歩数以上歩いたか否かを判断する（ステップＳ１３）。例え
ば、１時間に３００歩以上歩数がカウントされたか否かを判断する。
　ユーザが所定時間に所定歩数以上歩いていないと判断した場合（ステップＳ１３；ＮＯ
）、ＣＰＵ１１は、ステップＳ１１に戻り、再度アクティブ喚起を行う。
【００４０】
　ユーザが所定時間に所定歩数以上歩いたと判断した場合（ステップＳ１３；ＹＥＳ）、
ＣＰＵ１１は、ステップＳ８に戻る。
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【００４１】
　一方、ステップＳ１２において、スリープ条件を満たしていると判断した場合（ステッ
プＳ１２；ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、歩数カウント機能をスリープ状態にし（ステップＳ
１４）、表示部１５におけるステップインジケーター１５１の第１の領域１５１ａの表示
及び第２の領域１５１ｂの表示の双方を消灯させる（ステップＳ１５）。ステップＳ１４
の処理はステップＳ１の処理と同様であるので説明を援用する。
【００４２】
　次いで、ＣＰＵ１１は、スリープ解除条件が満たされるのを待機する（ステップＳ１６
）。スリープ解除条件は、ステップＳ３で説明したものと同様であるので説明を援用する
。
【００４３】
　スリープ解除条件が満たされた場合（ステップＳ１６；ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、スリ
ープ状態になって所定時間以内（例えば、１時間以内）にスリープ解除条件が満たされた
か否かを判断する（ステップＳ１７）。
　スリープ状態になって所定時間を超えてからスリープ解除条件が満たされたと判断した
場合（ステップＳ１７；ＮＯ）、ＣＰＵ１１は、ステップＳ４に戻り、歩数カウント機能
を停止状態にする。
【００４４】
　スリープ状態になってから所定時間以内にスリープ解除条件が満たされたと判断した場
合（ステップＳ１７；ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、電力供給部２２から加速度センサ１６へ
電力を供給させて加速度センサ１６をＯＮにし（ステップＳ１８）、ステップＳ２０に移
行する。
　また、歩数カウント機能が停止状態において、歩行中の条件を満たしていないと判断さ
れ（ステップＳ６；ＮＯ）、所定時間に所定歩数歩いていないと判断された場合（ステッ
プＳ１９；ＮＯ）、ステップＳ２０に移行する。
【００４５】
　ステップＳ２０において、ＣＰＵ１１は、アクティブ喚起を行う（ステップＳ２０）。
アクティブ喚起については、ステップＳ１１で説明したものと同様であるので説明を援用
する。
　ここで、スリープ状態となってから所定時間以内にスリープ状態が解除された場合、歩
数カウント機能の停止状態に移行せずにアクティブ喚起を行う。したがって、こまめにユ
ーザに歩行を促すことが可能となる。
【００４６】
　次いで、ＣＰＵ１１は、スリープ条件を満たしたか否かを判断する（ステップＳ２１）
。スリープ条件を満たしたと判断した場合（ステップＳ２１；ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、
ステップＳ１４に戻る。
　スリープ条件を満たしていないと判断した場合（ステップＳ２１；ＮＯ）、ＣＰＵ１１
は、歩行中の条件を満たしたか否かを判断する（ステップＳ２２）。歩行中の条件を満た
していないと判断した場合（ステップＳ２２；ＮＯ）、ステップＳ２０に戻る。
　歩行中の条件を満たしたと判断した場合（ステップＳ２２；ＹＥＳ）、ＣＰＵ１１は、
歩数カウント機能を歩行カウント状態にする（ステップＳ２３）。すなわち、ＣＰＵ１１
は、加速度センサ１６からの出力に基づいて検出した歩数を歩行中の歩数としてカウント
する。そして、ステップＳ２４に移行する。
【００４７】
　ステップＳ２４において、ＣＰＵ１１は、ユーザが所定時間に所定歩数歩いたか否かを
判断する（ステップＳ２４）。ユーザが所定時間に所定歩数歩いていないと判断した場合
（ステップＳ２４；ＮＯ）、ＣＰＵ１１は、ステップＳ１１に移行し、アクティブ喚起を
行う。ユーザが所定時間に所定歩数歩いたと判断した場合（ステップＳ２４；ＹＥＳ）、
ＣＰＵ１１は、ステップＳ８に移行し、ステップインジケーター１５１の第１の領域１５
１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示を交互に点灯させる。
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【００４８】
　ＣＰＵ１１は、電子時計１の電源がＯＮである間、上記歩数計制御処理を実行して加速
度センサ１６への電力供給や表示部１５のステップインジケーター１５１の表示を制御す
る。
【００４９】
　以上説明したように、電子時計１によれば、ＣＰＵ１１は、歩数カウント機能によりユ
ーザの歩行中の歩数がカウントされている状態である場合に、表示部１５の第１の領域１
５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示とを交互に点灯させる。
　したがって、歩数カウント機能によりユーザの歩行中の歩数がカウントされている状態
である場合、第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示が交互に点灯すると
いう、歩行をイメージさせる表示を行うので、歩数がカウントされている状態であること
をユーザが容易に直感的に把握することができる。また、瞬間的には、第１の領域１５１
ａの表示又は第２の領域１５１ｂの表示のいずれか一方が点灯していることになるので、
歩数がカウントされている状態であるのか否かをユーザが瞬時に確認することが可能とな
る。
【００５０】
　なお、歩数がカウントされている状態であるのか否かをユーザが直感的に把握できる範
囲であれば、第1の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示は一時的にどちらも
点灯、もしくはどちらも消灯という状態を含むように交互に点灯してもよい。例えば、第
１の領域１５１ａの表示が１秒間点灯し、消灯される直前に第２の領域１５１ｂの表示が
点灯を開始してもよい。また、第１の領域１５１ａの表示が１秒間点灯した後、ごく僅か
な時間が経過した後に第２の領域１５１ｂの表示が点灯を開始してもよい。上記のような
点灯を行うことで、ユーザが電子時計１を見た場合に第１の領域１５１ａの表示と第２の
領域１５１ｂの表示とが交互に点灯していることが直感的に把握できるため、歩数がカウ
ントされている状態であるのか否かを判断することが出来る。
【００５１】
　また、ＣＰＵ１１は、ユーザの歩行中の歩数がカウントされていない状態である場合に
、第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示の双方を同じパターンで点灯制
御する。
　例えば、ユーザの歩行中の歩数がカウントされていない状態である場合に、第１の領域
１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示の双方を点灯させるか又は消灯させる。　例
えば、ＣＰＵ１１は、歩数の検出に用いる加速度センサ１６への電力が供給されていない
状態である場合に、第１の領域１５１ａの表示及び第２の領域１５１ｂの表示の双方を消
灯させる。したがって、加速度センサ１６への電力が供給されていない状態である場合に
、第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示の双方が消灯するという、加速
度センサ１６へ電力が供給されていないことをイメージさせる表示をするので、ユーザが
加速度センサ１６へ電力が供給されていないこと直感的に把握することが可能となる。
　また、例えば、加速度センサ１６へ電力が供給されているが、ユーザの歩行中の歩数が
カウントされていない状態である場合、ＣＰＵ１１は、第１の領域１５１ａの表示及び第
２の領域１５１ｂの表示の双方を点灯させる。したがって、加速度センサ１６に電力が供
給されている（ＯＮ状態である）が、歩数のカウントが停止していることをユーザが直感
的に把握することが可能となる。
【００５２】
　また、ＣＰＵ１１は、ユーザが電子時計１を使用していないことを示す所定の条件を満
たした場合に、電力供給部２２からの加速度センサ１６への電力供給を停止させる。例え
ば、所定時間、加速度センサ１６からの出力、傾斜センサ１７による傾斜の検出及び操作
部１４による入力のいずれもない場合に、ユーザが電子時計１を使用していないことを示
す所定の条件を満たしたとして電力供給部２２からの加速度センサ１６への電力供給を停
止させる。したがって、ユーザが電子時計１を使用していないときにはただちに加速度セ
ンサ１６への電力供給を停止するので、無駄な電力消費を抑えることができる。
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【００５３】
　また、ＣＰＵ１１は、加速度センサ１６への電力供給の停止中に、傾斜センサ１７によ
り傾斜が検出されるか又は操作部１４により入力が行われた場合、加速度センサ１６への
電力供給を再開する。したがって、ユーザが電子時計１を腕に装着したり、操作したりす
ると、自動的に加速度センサ１６を起動させることが可能となる。
【００５４】
　また、ＣＰＵ１１は、一定時間に所定歩数以上の歩数がカウントされない場合に、第１
の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示を同時に点滅表示させてユーザに歩行
を促すことができる。さらに、歩行を喚起するための表示情報を表示部１５に表示するこ
とで、ユーザに直截的に歩行を喚起することができる。
【００５５】
　また、ＣＰＵ１１は、第１の領域１５１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示が同時に
点滅して歩行の喚起をしているときにユーザが電子時計１を使用していないことを示す所
定の条件を満たした場合に、加速度センサ１６への電力供給を停止させて第１の領域１５
１ａの表示及び第２の領域１５１ｂの表示の双方を消灯させ、加速度センサ１６への電力
供給が停止してから所定時間以内に加速度センサ１６への電力供給の停止を解除する所定
の条件を満たした場合に、加速度センサ１６への電力供給を再開して再度第１の領域１５
１ａの表示と第２の領域１５１ｂの表示を同時に点滅させて歩行を喚起する。
　したがって、ユーザに歩行を促しているときに加速度センサ１６がスリープ状態となっ
ても、所定時間以内にユーザが電子時計１の使用を再開してスリープが解除された場合は
、再度歩行を促すことができる。
【００５６】
　なお、上記実施形態における記述内容は、本発明に係る電子時計の好適な一例であり、
これに限定されるものではない。
【００５７】
　例えば、上記実施形態においては、本発明に係る表示装置が電子時計１に備えられてい
る場合を例にとり説明したが、これに限定されない。例えば、本発明に係る表示装置は、
歩数計の表示装置としてもよいし、他の電子機器に備えられることとしてもよい。
【００５８】
　また、上記実施形態においては、歩数を加速度センサ１６からの出力に基づいて検出す
ることとしたが、例えば、ジャイロセンサ等、他のセンサを用いて歩数を検出することと
してもよい。
【００５９】
　また、上記実施形態においては、ステップインジケーター１５１の第１の領域１５１ａ
の表示及び第２の領域１５１ｂの表示が足跡形であることとしたが、例えば、丸形等、他
の形状であってもよい。
　また、ステップインジケーター１５１の第１の領域１５１ａを時刻情報の時間を表示す
るための領域とし、第２の領域１５１ｂを時刻情報の分及び秒を表示するための領域とし
、ＣＰＵ１１は、歩数カウント機能の状態に応じて、表示部１５における時刻情報の時間
の表示と分及び秒の表示を点灯させたり、消灯させたり、点滅させたりすることとしても
よい。これにより、表示部１５の表示領域が小さく、時刻情報の表示とは異なる領域にス
テップインジケーター１５１を表示する領域を設けることが難しい場合においても、歩数
カウント機能の状態をユーザが瞬時に確認することが可能となる。
【００６０】
　その他、電子時計の細部構成及び細部動作に関しても、発明の趣旨を逸脱することのな
い範囲で適宜変更可能である。
【００６１】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、本発明の範囲は、上述の実施形態に限定す
るものではなく、特許請求の範囲に記載された発明の範囲とその均等の範囲を含む。
　以下に、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲に記載した発明を付記する。
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付記に記載した請求項の項番は、この出願の願書に最初に添付した特許請求の範囲の通り
である。
［付記］
＜請求項１＞
　第１の領域と第２の領域とを有する表示手段と、
　ユーザの歩行中の歩数をカウントする歩数カウント手段と、
　前記歩数カウント手段により前記ユーザの歩行中の歩数がカウントされている状態であ
る場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示とを交互に点灯させる制御手段
と、
　を備える表示装置。
＜請求項２＞
　前記制御手段は、前記歩数カウント手段により前記ユーザの歩行中の歩数がカウントさ
れていない状態である場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示の双方を同
じパターンで点灯制御する請求項１に記載の表示装置。
＜請求項３＞
　前記歩数カウント手段は、歩行を検出するための加速度センサを備え、
　前記制御手段は、前記加速度センサからの出力に基づいて、前記ユーザが歩行中である
か否かを判断し、歩行中であると判断した場合に歩数をカウントし、
　前記制御手段は、前記加速度センサへ電力が供給されていない状態である場合に、前記
第１の領域の表示及び前記第２の領域の表示の双方を消灯させる請求項２に記載の表示装
置。
＜請求項４＞
　前記制御手段は、前記ユーザが前記表示装置を使用していないことを示す所定の条件を
満たした場合に、前記加速度センサへの電力供給を停止する請求項３に記載の表示装置。
＜請求項５＞
　前記表示装置が所定の方向へ傾斜したことを検出する傾斜センサと、
　ユーザ操作を入力するための操作手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、所定時間、前記加速度センサからの出力、前記傾斜センサによる傾斜
の検出及び前記操作手段による入力のいずれもない場合に、前記ユーザが前記表示装置を
使用していないことを示す所定の条件を満たしたとして前記加速度センサへの電力供給を
停止する請求項４に記載の表示装置。
＜請求項６＞
　前記制御手段は、前記加速度センサへの電力供給が停止している場合に、前記傾斜セン
サにより傾斜が検出されるか又は前記操作手段により入力が行われた場合に、前記加速度
センサへの電力供給を再開する請求項５に記載の表示装置。
＜請求項７＞
　前記制御手段は、前記加速度センサへ電力が供給されているが、前記歩数カウント手段
により前記ユーザの歩行中の歩数がカウントされていない状態である場合に、前記第１の
領域の表示及び前記第２の領域の表示の双方を点灯させる請求項３～６のいずれか一項に
記載の表示装置。
＜請求項８＞
　前記制御手段は、前記歩数カウント手段により一定時間に所定歩数以上の歩数がカウン
トされない場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示を同時に点滅表示させ
る請求項３～７のいずれか一項に記載の表示装置。
＜請求項９＞
　前記制御手段は、さらに、歩行を喚起するための表示情報を前記表示手段に表示させる
請求項８に記載の表示装置。
＜請求項１０＞
　前記制御手段は、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示が同時に点滅している
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に、前記加速度センサへの電力供給を停止させて前記第１の領域の表示及び前記第２の領
域の表示の双方を消灯させ、前記加速度センサへの電力供給が停止してから所定時間以内
に前記加速度センサへの電力供給の停止を解除する所定の条件を満たした場合に、前記加
速度センサへの電力供給を再開して再度前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示を
同時に点滅させる請求項８又は９に記載の表示装置。
＜請求項１１＞
　前記表示手段は、前記第１の領域と前記第２の領域とに分けて時刻情報を表示する請求
項１～１０のいずれか一項に記載の表示装置。
＜請求項１２＞
　前記第１の領域は、前記時刻情報の時間を表示するための領域であり、前記第２の領域
は、前記時刻情報の分及び秒を表示するための領域である請求項１１に記載の表示装置。
＜請求項１３＞
　請求項１～１２のいずれか一項に記載の表示装置を備える電子時計。
＜請求項１４＞
　第１の領域と第２の領域とを有する表示装置における表示方法であって、
　ユーザの歩行中の歩数をカウントする歩数カウント手段により前記ユーザの歩行中の歩
数がカウントされている状態である場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表
示とを交互に点灯表示させる工程を含む表示方法。
＜請求項１５＞
　第１の領域と第２の領域とを有する装置に用いられるコンピュータを、
　ユーザの歩行中の歩数をカウントする歩数カウント手段、
　前記歩数カウント手段により前記ユーザの歩行中の歩数がカウントされている状態であ
る場合に、前記第１の領域の表示と前記第２の領域の表示とを交互に点灯させる制御手段
、
　として機能させるためのプログラム。
【符号の説明】
【００６２】
１　電子時計
１１　ＣＰＵ
１２　ＲＯＭ
１３　ＲＡＭ
１４　操作部
１５　表示部
１６　加速度センサ
１７　傾斜センサ
１８　発振回路
１９　分周回路
２０　電波受信部
２１　通信部
２２　電力供給部
２３　音声出力部
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